
ア
ー
と
賀
詞
交
歓
会

員
な
ど
４２０
人
が
出
席

DIY協会

↑

ゥ
・
イ
ッ

ノ象

本
舎
符

〓
蔑

年

ノー
彙

賀

一
月
二
十
三

個
の
第
一
ホ
テ

ル
東
京
で
開
催
さ
れ
、
同
協
会

の
会
員
な
ど
四
百
二
十
人
が
出

席
し
た
。

新
春
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
午
後

三
時
半
か
ら
行
わ
れ
、
ユ
ニ
ー

ク
な

「行
動
展
一否

を
初
め
て

長
、
副
園
長
を
経
て
一九
九
五

年
に
園
長
に
就
任
し
た
が
、
入

園
者
数
の
落
ち
込
み
か
ら
廃
園

の
信
鴛
だ
直
山
。
筆̈
同
と
登
昌

の
立
て
直
し
を
図
り
、
ペ
ン
ギ

ン
が
泳
ぐ
様
子
を
禾
申
ヽ
，ン
ネ

ル
か
ら
見
上
げ
る

「ペ
ン
ギ
ン

館
」、
円
柱
水
槽
の
中
を
ア
ザ

ラ
シ
が
一行
き
来
す
る

「あ
ざ
ら

し
館
」
な
ブ
」、
行
動
展
小
の
施

設
を
次
々
に
設
立
、
話
題
が
話

題
を
呼
び
入
園
者
数
が
二
百
万

人
を
超
え
る
ま
で
に
至
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
に
引
退
し
名
誉
園

長
に
就
任
。
現
在
は
北
海
道
大

）室
各
息
教
授
。
講
演
で
は
、
立

て
直
し
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の

顛
末
と
、
昨
薗
中を
公
約
に
当
選

年
の
四
月
一
日
を
も
っ
て
一
般

社
団
法
人
へ
の
移
行
を
予
定
し

ヽハ
ス
ノ
ー
ト

一線
・
カ
ラ
ー

ッ
ク
」
ま
た

ヽ
ン
パ
ス
ノ
ー

ソ罫
線
）
６
色

に
印
刷
さ
れ

‐
ド
を
ハ
ガ
キ

懲
く
、
生
活
雑

宏

ど
、
ラ
イ

枠
の
提
案
を
行

に
お
り
、
毎
日

て
添
え
、
売
り

画
で
き
る
ア
イ

〈
テ
ー
シ
ョ
ナ

集
め
て
い
る
。

‐
カ
ー
各
社
で

低
ア
ザ
イ
ン
や

灯
っ
た
ア
イ
テ

六」
の
枠
を
超

ば
曹

震

開
を

京
も
あ
り
、
同

ハ
レ
ル
関
係
の

質
導
入
し
た
い

ヽ
、
今
回
初
出

ス
で
は
、
同
社

０
つ
イ
タ
リ
ア

ン
ド

「Ｃ
Ｉ
Ａ

ヨ
Ｓ
＆
Ｔ
株
式
会
社

一
１
億
２

千
万
冊
突
破
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
係
。
当
選
発
表
は
、
六
月

上
旬
予
定

の
賞
品

の
発
送
を

も

っ
て
発
表
に
代
え
る
。

詳
細
は
同
社

（Ｌ
０
１
２
０

１

２
０
１
５
９
４
）

へ
。

Ｋ

（チ
ア
ッ
ク
ご

と
ス
ト
ー

ン
ペ
ー
パ
ー
ノ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

「Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ

（オ
ガ
ミ
ど

の

ほ
か
、
「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

＆

Ｗ

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
「イ
マ
コ
レ
」
「ア

ン
テ
ィ
ー
ク
」
「デ
ザ
イ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
」
の
五
つ
の

テ
ー

マ
を
設
定
。
文
具
メ
ー

カ
ー
各
社
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た

金
魚
ち
ょ
う
ち
ん

に
Ａ
Ｎ
Ａ
版
登
場

木
阪
賞
文
堂

山
口
県
柳
井
市
の
木
阪
賞
文

堂

↑
彼

９

響

じ

が
制
作

し
、
柳
弊
ブ

ラ
ン
ド
ロ
ツ
ｃ
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る

「金
色
小ち
ょ

う
ち

ん
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
に
「
Ａ

Ｎ
Ａ

（全
日
空
）
特
別
版
」
が

登
場
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
十
二
月
に
岩
国

市
に
開
港
し
た
岩
国
錦
帯
橋
空

港
の
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
協
力
す
る
た
め
木
阪
社
長
が

考
栗
。
市
の
後
称
「Ｙ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｉ
」
の
中
に

「Ａ
Ｎ
Ａ
」
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
柳
井
市

と
Ａ
Ｎ
Ａ
山
口
士Ｘ
店
の
了
解
を

来
場
者
数
を
発
表

書
く
貼
る
展

昨
年
十
一
月
二
十
七
、
二
十

八
の
両
日
、
墓
曇

有
香
あ

墓
昼
省
央
一壺
千
二
階
の
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
・
カ
ト
レ
ア

サ
ロ
ン
で
開
か
れ
た

「国
７
ゝ

貼
る
。捺
す
。綴
じ
る
』
展
２

０
１
２
」
（キ
ン
グ
ジ
ム
、
シ

ヤ
チ
ハ
タ
、
ゼ
ブ
ラ
、
ニ
チ
バ

ン
、
ぺ
ん
て
る
、
ヤ
マ
ト
主
催
）

の
来
場
者
数
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
日
間
合

計
の
藩
珍
嘉
黙
は
七
壬
皇
二十

ア
イ
テ
ム
を
用

い
た
Ｍ
Ｄ
提
案

型
の
星
Ｔ

行
っ
た
。

来
場
者
は
、
中
国
や
台
湾
を

は
じ
め
外
国
人
の
姿
が
多
く
見

ら
れ
た
。
支
亘
（の
こ
と
を
よ
く

知
ら
な
い
業
者
も
多
か

っ
た
こ

と
か
ら
、
同
社
が
六
日
、
七
日

に
浅
草
で
開
催
す
る
商
蔀
κ
ム
ヘ

の
来
場
を
呼
び
か
け
た
。

得
て
、
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
の
顔

と
飛
行
機
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
千

冊
制
作
。
柳
井
市
を
訪
れ
た
観

光
客
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

東
京
営
業
所
を
開
設

ニ
ツ
ケ
ン
刃
物

ニ
ッ
ケ
ン
刃
物
↑
貧
皓
卑
Ц

熊
田
幸
夫
社
長
）
は
、
首
都
圏

販
売
網
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
東
京
営
業
所
を

一
月
二

十
二
日
に
開
設
し
た
。

▽
所
在
地

Ｈ
〒
２
１
１
１
１

０
０
４
１
一神
奈
川
県
川
崎
市
中

原
区
下
小
田
中

二
―
‐三
三
―
，

二
九
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
三
〇
三

▽
ｉ暫
長
＝
庫
笛
曇
彦

▽
電
話
＝

（〇
八
〇
）
四
九

六
五
―
去
生

一
七

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｈ

（〇
四
四
）
七

六
七
１

０
五
八
八

る
」
と
あ
い
さ
つ
）́
来
賓
あ
い

さ
つ
、
乾
杯
で
臣
宴
し
た
。

晏
▽
監
査
役
＝
楠
立
志翁
粋
船
じ

石
川
　
ふヽ
み
さ
ん

（文
具

の
石
川
石
川
武
男
社
長
の
母
）

か
ね
て
病
気
入
院
中
だ
っ

た
が
一
月
二
十
五
日
に
死
去
。

九
十
四
歳

通
夜
は
二
十
六
省
岸
蕨
塞
ハ
時

か
ら
、
告
別
式
は
二
十
九
日
午

一則
九
時
か
ら
、
東
京
―
少
笛
町

の
江
古
田
斎
場
で
し
め
や
か
に

執
り
行
わ
れ
、
業
界
関
係
者
な

ど
多
数
が
参
列
し
、
故
人
に
別

れ
を
告
げ
た
。

八
人
で
、
昨
年
の
六
千
四
百
九

十
七
人
に
比
べ
六
百
四
十
一
人

増
加
し
た
。
前
年
よ
り
初
日
開

催
時
間
を
一
時
間
延
長
、
対
象

で
あ
る
法
人
、
官
公
庁
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
ー
や
販
売

店
、
卸
店
な
ど
が
来
場
し
、
大

盛
現
と
な
っ
た
。

新
役
員
を
選
任

コ
ク
ヨ
Ｓ
Ｓ

コ
ク

ヨ
シ

ヨ
ー
ル
ム
サ
ー
ビ

(有)木阪賞文堂
長方形

(有)木阪賞文堂
長方形

(有)木阪賞文堂
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